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が
開
催
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　
　

　
令
和
４
年
　
月
　
日
臥
、
鹿
部
町
山
村

１０

２２

広
場
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
　
回
鹿

１８

部
カ
ッ
プ
近
隣
市
町
小
学
生
Ｕ
‐
　
サ
ッ

１２

カ
ー
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、　
チ
ー

１２

ム
約
１
５
０
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
熱
戦
を
展
開
。
結
果
は
プ
レ
イ
フ

ル
１
が
優
勝
、
北
斗
Ｆ
Ｃ
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が

準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
た
Ｕ
‐
９
（
小

学
３
年
生
以
下
）
３
チ
ー
ム
に
よ
る
交
流

戦
に
は
、
鹿
部
ジ
ュ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
の
団
員
も

出
場
。
必
死
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
選

手
た
ち
の
姿
に
、
ど
の
チ
ー
ム
も
応
援
に

熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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本
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漁
港
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環
境
美
化
ボ
ラ
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テテ
ィィ
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がが
実実
施施
ささ
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まま
しし
たた

テ
ィ
ア
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
　

　
令
和
４
年
　
月
　
日
臥
、
本
別
漁
港
で

１０

２２

草
刈
り
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
函
館

市
内
の
土
木
業
者
、
株
式
会
社
森
川
組
の

皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
、
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　
株
式
会
社
森
川
組
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
　
月
　
日
峨
、
鹿
部
中
学
校

１０

２５

３
年
生
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
学
習
「
地
域
の

先
輩
に
学
ぶ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
生
観
や
職
業
観
を
育
む
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

地
域
の
先
輩
６
名
の
講
話
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
先
輩
か
ら
は
進
路
選
択
の
理
由
や

仕
事
に
対
す
る
心
得
、
経
験
談
な
ど
の
紹

介
が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
夢
や
目
標
に
向

け
て
「
仕
事
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

何
か
？
」「
必
要
な
資
格
は
あ
る
か
？
」

な
ど
様
々
な
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
供
今
後
の
自
分
僑
を
考

え
る
と
て
も
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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セ
ー
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送
ら
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ま
し
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鹿
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消
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消
防
団
合
同
火
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訓訓
練練
がが
実実
施施
ささ
れれ
まま
しし
たた

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
　
　
　

　
令
和
４
年
　
月
　
日
我
、
鹿
部
小
学
校

１０

２６

で
鹿
部
消
防
署
と
消
防
団
の
合
同
火
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
物
火
災
を
想
定
し
た
実
践
即
応
の
訓

練
で
、
隊
員
の
技
能
向
上
と
団
体
行
動
の

敏
速
化
、
住
民
へ
の
火
災
予
防
の
啓
発
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
訓
練
終
了
後
、
南
渡
島
消
防
事
務
組
合

の
塩
谷
消
防
長
は
「
訓
練
は
反
復
が
大
事

で
す
が
、
今
回
の
訓
練
の
動
き
を
見
て
そ

の
成
果
が
出
て
お
り
ま
し
た
。
今
後
も
訓

練
に
励
み
、
有
事
の
際
は
、
今
回
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
講
評

し
ま
し
た
。
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ド
ラ
イ
バ
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サ
ー
ビ
ス
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実
施施施

ささ
れれ
まま
しし
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さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
４
年
　
月
２
日
我
、
旧
役
場
前
で

１１

ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
、
鹿

部
商
工
会
女
性
部
や
交
通
安
全
推
進
委
員

会
、
交
通
安
全
指
導
員
会
な
ど
か
ら
約
　２０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、
街
頭
啓

発
と
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
啓
発
物
の
配
布
を

行
い
、
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
　
月
２
日
我
、
函
館
市
大
船

１１

川
ふ
化
場
で
、
渡
島
管
内
さ
け
・
ま
す
増

殖
事
業
協
会
の
協
力
の
も
と
、
鹿
部
小
学

校
４
年
生
に
よ
る
「
さ
け
の
遡
上
学
習
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
さ

け
の
遡
上
や
受
精
工
程
を
見
学
し
、
命
の

尊
さ
と
自
然
界
を
生
き
抜
く
力
強
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
日
画
の
給
食
メ
ニ
ュ
ー
「
石

狩
汁
」
は
、
鹿
部
町
水
産
物
衛
生
管
理
推

進
委
員
会
か
ら
無
償
提
供
さ
れ
た
食
材
を

使
用
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も

美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。
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ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（海
岸
清
掃
）
ががが

実実
施施
ささ
れれ
まま
しし
たた

実
施
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　
　
　

　
令
和
４
年
　
月
３
日
牙
、
折
戸
川
河
口

１１

付
近
の
海
岸
で
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
、
鹿

部
温
泉
観
光
協
会
と
花
王
グ
ル
ー
プ
カ
ス

タ
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
、
函

館
大
学
、
函
館
西
高
等
学
校
の
生
徒
ら
約

　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４０　
地
域
と
学
生
、
事
業
者
が
連
携
し
て
、

海
洋
環
境
の
保
全
活
動
を
実
施
す
る
も
の

で
、
参
加
者
は
一
度
見
つ
け
た
ご
み
を
そ

の
ま
ま
放
置
で
き
な
い
と
、
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。


